
カナタ 
／自然がもたらしたすばらしいふるさとの景観。 

I ここは、彦山川と中元寺川の合流点。 

、 あなたは何を感じますか。 
＼何か演じてみたいと思いませんか？ 

戸、ら、ー・・・8月号のメニュー 
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平和祈念の黙とう 

募 集 し て い ま す 

試 験 と 講 習 

今月は何があるかな 

やさしいまちづくり 

金田町から世界／\ 

水は生命の源です 

あなたのための国民年金 

ノ（ ノ ラ マ た が わ 

(No.25 2号） 

' 
に 4 

AUGUST 

発 行 金 田 町 

編 集 企 画 開 発 課 

TEL 0947(22)0555 

FAX 0947(22)0782 

住みつづけたいまち 

住んでみたいまち 

=＝感動（ょ3こびとやせしせ） 

一仲良し（ふれあいと協調） 

一大好き（ふるせと愛と自立） 

あなたのにゅーたうんKANADA 

カ

ナ

ダ

 

地
域
づ
く
り
の
キ
ー
ワ
ー
ド
 



あ
な
た
の
地
区
の
サ
ー
ク
ル
で
な
に
か
あ
り
ま
せ
ん
か
？
 

忘
れ
て
は
い
け
な
い
 

平
和
が
い
か
に
尊
い
も
の
か
…
O
 

原爆死没者の慰霊及び 

平和祈念の黙とうについて 

来る8月6日、8月9日の原爆被爆47周年を迎えるにあたり、広島市及び長崎市 

では原爆死没者の慰霊式、並びに平和祈念の式典が行われます。 

この式典において広島市長及び長崎市長から全世界に向け、核戦争の悲惨さと 

核兵器の廃絶を強く訴える「平和宣言」が行われるとともに、広島に原爆が投下さ 

れた8月6日午前8時15分、及び長崎に原爆が投下された8月9日午前11時2分 

に、原爆死没者のごめい福と世界恒久平和の確立を祈念するため、平和の鐘を合図 

に1分間の黙とうが捧げられることとなっています。 

そして8月15日は「戦没者を追悼し、平和を祈念する日」です。正午より1分間 

の黙とうが、日本全国で捧げられます。 

) 

空襲の被災写真パネル 
福岡県内の各地は、B -29の空襲により多くの被害を受け、戦争は戦地での犠性者だけでなく、多くの人々の幸せを奪いました。 

灯火管制電球 海軍水兵帽 

あ
な
た
の
地
区
の
子
ど
も
会
で
な
に
か
あ
り
ま
せ
ん
か
？
 

大濠公園池から引き上げられた米軍投下の焼夷弾殻 

日の丸寄せ書き 投降などを呼びかけたビラ 終戦の詔書（複製品） 
出征する兵士に贈ったもの。 中国軍・英国軍のもの。 

j J 
j J 

賜金国庫債券 
戦死者への弔慰金代わりに発行されたもの。 

千人針 
一片の布に千人の人が一針ずつ 
結び目を作って出征する兵士に 
武運長久を願って贈ったもの。 

撃墜された山本長官機（ー式陸攻機）の小破片 
南太平洋ブーゲンビル島上空で響された試陸攻機の翼の部とエンジンカバーの内儀 

防空ずきん 

(3) 1992年（平成4年）8月1日 1992年（平成4年）8月1日（2) 



あ
な
た
の
地
区
の
育
成
会
で
な
に
か
あ
り
ま
せ
ん
か
？
 

国
立
福
岡
視
力
障
害
セ
ン
タ
ー
 

平
成
五
年
度
入
所
者
募
集
 

国

立

福

岡

視

力

障

害

セ

ン

 

タ
ー
は
、
中
途
視
覚
障
害
者
を
 

対
象
と
し
た
訓
練
施
設
で
、
理
 

療
教
育
課
と
生
活
訓
練
課
程
が
 

あ
り
ま
す
。
 

本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の
と
お
 

り
平
成
五
年
度
の
入
所
者
を
募
 

集
し
て
お
り
ま
す
。
 

理
療
教
育
課
程
 

  ノ × 

理
療
教
育
課
程
で
は
、
社
会
経
 

済
活
動
へ
の
復
帰
を
図
る
こ
と
 

を
目
的
と
し
て
、
あ
ん
摩
マ
ッ
 

サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
、
き
 

ゅ
う
師
の
免
許
取
得
の
た
め
に
 

必
要
な
専
門
科
目
の
理
論
と
一
 

般
教
養
と
し
て
必
要
な
普
通
科
 

目
、
実
技
、
見
学
実
習
等
を
行
 

い
ま
す
。
 

免
許
取
得
後
は
、
治
療
院
の
開
 

業
、
病
院
や
治
療
院
へ
の
就
職
 

な

ど

で

社

会

復

帰

し

ま

す

。

 

理
療
教
育
課
程
に
は
、
つ
ぎ
の
 

二
課
程
が
あ
り
ま
す
。
 

⑥
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
、
は
 

り
、
き
ゅ
う
科
第
一
部
5
年
課
 

程
（
以
下
一
部
5

年
課
程
）
 

＠
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
、
 

は
り
、
き
ゅ
う
科
第
二
部
3
年
 

課
程
（
以
下
二
部
3
年
課
程
）
 

※
募
集
要
綱
 

習 講 

S 

募
集
期
間
等
 

早皐部 
編課 
入程 

一一部 
3
年
課
程
 

皐部 
課 
程 

課
 
程
 

若
干
名
 

30 15 定
員
 

1
次
締
切
 

1
月
末
日
 

2
次
締
切
 

1
月
末
日
 

2
次
締
切
 

1
月
末
日
 

募
集
期
間
 

4
月
上
旬
 

4
月
上
旬
 

4
月
上
旬
 

入
所
時
期
 

生
活
訓
練
課
程
 

 ノ 

生
活
訓
練
課
程
で
は
、
視
覚
 

に
障
害
を
受
け
日
常
生
活
、
社
 

会
生
活
上
で
不
自
由
や
制
約
を
 

受
け
て
い
る
方
を
対
象
に
、
そ
 

の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
克
服
 

し
、
社
会
生
活
に
復
帰
す
る
た
 

め
に
必
要
な
諸
能
力
を
向
上
さ
 

せ
る
た
め
の
訓
練
を
行
っ
て
い
 

ま
す
。
 

訓
練
内
容
は
、
歩
行
訓
練
（
屋
 

内
で
の
移
動
や
白
杖
を
使
っ
て
 

の
屋
外
歩
行
）
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
 

、
ン
ョ
ン
訓
練
（
点
字
・
カ
ナ
タ
 

イ
プ
・
ワ
ー
。
フ
ロ
等
）
、
日
常
生
 

活
動
作
訓
練
、
（
身
だ
し
な
み
や
 

整
理
整
頓
、
調
理
な
ど
日
常
生
 

活
に
必
要
な
訓
練
）
、
そ
の
他
一
 

般
教
養
、
体
育
的
訓
練
、
弱
視
 

者
の
た
め
に
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
訓
 

練
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
 

を
行
い
ま
す
。
 

「ノー） 

) 

5．参加申込み 

参加を希望される方は、開催日の1 

週間前までに、お申込み下さい。 

［参加申込・問合せ先］ 

福岡県社会福祉協議会・福岡県明る 

い長寿社会づくり推進センター 

（愛称I いきいきライフセンター） 

〒810福岡市中央区六本松1-2-22 

福岡県社会福祉センタ-2階 

TEL092 一 716一3366 

FAX092 一 716一3369 

a その他 

(1）昼食の手配は行いませんので、 

各自でお願いします。 

(2）本センター作成の冊子「痴呆の 

お年寄りの介護読本」 

「家族に痴呆がおこったとき～博愛 

病院精神科医師、山崎剛先生講義の 

記録）」を参加者全員に教材として配 

布します。 

在宅介護者研修会 
（老人ぼけの勉強会と相談会） 

1 
魯 

※
募
集
要
綱
 

一
、
募
集
期
間
等
 

1
0
期 

4
月
期
 

入
所
期
 10 10 定
員
 

1

0

旬中、 
3

旬上月

4
月
中
旬
5
 

9
月
末
日
 

訓
練
機
関
 

9
月
中
旬
 

ま
で
 

3
月
上
旬
 

ま
で
 

募
集
期
間
 

※
募
集
期
間
は
右
表
の
と
お
り
 

で
す
が
、
入
所
希
望
者
が
あ
り
 

ま
し
た
ら
、
す
ぐ
に
セ
ン
タ
ー
 

へ
相
談
し
、
入
所
申
請
を
し
て
 

く
だ
さ
い
。
 

※
本
年
 10 

月
入
所
の
訓
練
生
に
 

つ
い
て
は
、
現
在
募
集
し
て
い
 

ま
す
。
希
望
者
が
あ
り
ま
し
た
 

ら
す
ぐ
に
入
所
申
請
を
し
て
く
 

だ
さ
い
。
 

※
詳
し
い
こ
と
は
セ
ン
タ
ー
指
 

導
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
 

さ
い
。
 

国
立
福
岡
視
力
障
害
セ
ン
タ
ー
 

福
岡
市
西
区
今
津
四
八
二
〇
 

容
〇
九
ニ
ー
八
〇
六
ー
一
三
六
一
 

西
瀬
戸
短
歌
交
流
大
会
 

平
成
五
年
三
月
十
三
日
（
土
）
に
飯
 

塚
市
に
お
い
て
開
催
す
る
標
記
大
会
 

の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。
 

▽
作
品
廿
未
発
表
作
品
二
首
ま
で
 

行
方
不
明
者
を
さ
が
す
相
談
所
 

県
警
察
本
部
で
は
、
下
記
の
と
お
り
、
 

「
行
方
不
明
者
を
さ
が
す
相
談
所
」
を
特
 

設
し
ま
す
。
つ
ぎ
の
よ
う
な
問
題
を
抱
 

え
て
困
っ
て
い
る
方
、
悩
ん
で
い
る
方
 

は
、
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。
 

相
談
内
容
 

〇
家
を
出
て
長
期
間
に
な
る
が
、
行
方
が
 

わ
か
ら
な
い
家
出
人
。
 

〇
遺
書
や
、
日
常
の
言
動
等
か
ら
自
殺
の
 

お
そ
れ
が
あ
る
家
出
人
。
 

〇
病
弱
、
老
齢
、
年
少
な
ど
の
た
め
死
亡
 

し
て
い
る
お
そ
れ
の
あ
る
家
出
人
。
 

〇
犯
罪
の
被
害
者
と
な
っ
て
い
る
お
そ
れ
 

の
あ
る
家
出
人
。
 

相
談
所
特
設
の
日
時
 

平
成
四
年
九
月
一
日
（
火
）
か
ら
五
日
 

（
土
）
ま
で
の
五
日
間
 

毎
日
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
 

相
談
所
の
場
所
 

福
岡
市
博
多
区
東
公
園
七
番
七
号
 

福
岡
県
警
察
本
部
一
階
一
四
四
会
議
室
 

1．期日・会場・講師 

・9月10日（木） 

・苅田町総合福祉会館 

ft 093一434一3641 

・博愛病院 

精神科医師 

山崎 剛氏 

2 研修内容 

（勉強会） 

映画「痴呆性高齢者の介護」 

講義「家族に痴呆がおこったとき」 

（相談会） 

精神科の医師、呆け老人をかかえる 

家族の会福岡支部世話人、市町村・ 

県保健所の保健婦等が相談に応じま 

す。 

この機会になんでもご相談下さい。 

3．参加対象 

（勉強会） 

どなたでも高、るってご参加下さい。 

（相談会） 

痴呆のお年寄りを抱える家族、家庭 

奉仕員・民生委員・訪問ボランティア 

など、何らかの形で痴呆のお年寄り 

に係っている方、あるいは痴呆につ 

いてさらに知りたい方など、どうぞ 

ご参加下さい。 

4.参加人員 

1会場あたり100名程度 

（参加費、無料） 

と
、
う
モ
 

、
う
4
d

く
 

童e

け
 

入
か
い
 

/〕ノノ 

あ
な
た
の
地
区
の
婦
人
会
で
な
に
か
あ
り
ま
せ
ん
か
？
 

（
う
ち
一
首
は
題
詠
「
海
」
な
る
 

べ
く
瀬
戸
内
を
連
想
す
る
も
の
）
 

▽
応
募
期
間
廿
平
成
四
年
九
月
一
 

日
5
十
一
月
十
日
（
必
着
）
 

▽
応
募
方
法
廿
応
募
用
紙
（
県
教
 

育
事
務
所
※
町
社
会
教
育
課
配
 

置
）
に
記
載
の
上
下
記
あ
て
に
 

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
 

▽
賞
廿
福
岡
県
知
事
賞
、
福
岡
県
 

議
会
議
長
賞
、
福
岡
県
教
 

育
委
員
会
賞
、
ほ
か
 

J
 

平成4年度福岡県 

行政書士試験 

1試験 

(1）方法 

試験は、筆記試験とし、試験科目は 

次のとおりです。 

ア、行政書士の業務に必要な法令（行 

政書士法（同法施行規則を含む）憲法、 

民法、行政法、地方自治法、行政不服 

審査法、戸籍法、住民基本台帳法、労 

働法、商法、税法及び法学概論のなか 

から出題） 

イ、一般常識 

ウ、論述（800字） 

(2）日時及び場所 

ア、日時 

平成4年10月25日（日） 

午後1時30分から午後5時まで 

なお、30分以上の遅刻者は入室を認 

められません。また、開始後30分間 

終了前10分間は退出を認められない 

ので十分注意すること。 

イ、場所 

福岡市東区箱崎6丁目19番1号 

九州大学文科系講義室なお、試験場 

への車の乗り入れは、できません。 

2受付期間 

(1）受験申込の受付期間 

平成4年8月31日（月）から同年9月 

18日（金）まで 

（受付時間は、午前8時30分から5時 

まで）ただし、土、日曜日、国民の祝 

日は、受付を行いません。 

(2）郵便による受験申込は、平成4年9 

月18日までの消印のあるものに限り 

受け付けられます。 

3合格者の発表及び合格証の交付 

(1）合格者の発表 

平成5年1月第3週（予定） 

(2）発表の方法 

県公報に登載 

県庁行政棟告知板に掲示 

合格者に通知 

(3）試験に合格した者に対しては、 

合格証が交付されます。 

4その他 

受験手続きその他の問い合わせは、 

福岡県総務部地方課行政係 

(ft 092 - 622 - 6391) 

JI ) 

「
行
方
不
明
者
を
さ
が
す
相
談
室
」
 

※
最
寄
り
の
交
通
機
関
 

〇
福
岡
市
地
下
鉄
「
馬
出
九
大
病
院
 

前
」
か
ら
徒
歩
二
分
 

〇
西
鉄
バ
ス
「
警
察
本
部
前
」
か
ら
 

徒
歩
二
分
 

〇
J
R

「
吉
塚
駅
」
か
ら
徒
歩
五
分
 

連
絡
先
 

福
岡
県
警
察
本
部
刑
事
部
鑑
識
課
 

公
〇
九
ニ
ー
六
四
一
ー
内
線
二
七
三
六
 

又
は
二
七
三
七
 

な
お
不
明
な
点
は
警
察
署
に
問
い
合
 

わ
せ
下
さ
い
。
 

田
川
警
察
署
 

公
四
ニ
ー
二
一
二
〇
 

（
内
線
二
七
六
）
 

※
相
談
の
た
め
に
お
い
で
に
な
る
と
 

き
は
写
真
な
ど
手
が
か
り
と
な
る
 

も
の
を
ご
持
参
下
さ
い
。
秘
密
は
 

厳
守
し
ま
す
。
 

▽
応
募
、
問
合
せ
先
 

〒
八
一
一
一
 

福
岡
市
博
多
区
東
公
園
七
の
七
 

県
教
育
庁
文
化
課
内
 

「
西
瀬
戸
短
歌
交
流
大
会
」
係
へ
 

容
〇
九
ニ
ー
六
二
ニ
ー
〇
（
又
U
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(5) 1992年（平成4年）8月1日 

1992年（平成4年）8月1日（4) 



今月は何があるかな 今月は何があるかな 

1
ふ
る
さ
と
力
ナ
ダ
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
む
け
て
の
調
査
・
討
議
・
実
施
計
画
書
づ
く
り
→
 

日 曜日 時 間 場 所 催しもの・行事 問い合わせ先 こ よ み 

22 土 第4土曜閉庁 総務課庶務係 

国） 日
 

町民球場 

金田公園 

金田中PTA 
ふれあいグランドゴルフ大会 

下田川PTAグランドゴルフ大会 

金田中学校 

金田小学校 
処暑 

24 月
 

二 
下今任鎮火地蔵尊祭り 

（大任町） 

25 火 陶芸教室 陶芸教室 

26 水
 

10:00-'15:00 役場2階集会室 

陶芸教室 

心配ごと相談 

陶芸教室 

社会福祉協議会 

27 木
 

老人大学 

28 金
 

10:00 ~ 12:00 総合会館 健康教室 福祉課環境衛生係 

29 土 

⑩

）

 

日
 

二 
防災週間 

建築物防災週間 

31 月 総務課会計係 
7月分水道料金納期限 

町・県民税納期限 

水道課業務係 

税務課賦課係 
二百十日 

1992年（平成4年） 9月（長月［ながっき］September) 

1
 

火
 

室
 

館

教

 

育

芸

 

体

陶

 

2学期始業式 

陶芸教室 

広報『カナダ』9月号発行 

金田小・中学校 

企画開発課 

防災の日 

風の盆 

n
乙
 

水
 

二 陶芸教室 陶芸教室 宝くじの日 

3
 

木
 

老人大学 

4
工 

金
 

に
U
 土

 

⑥
 

日
 

8: 30~ : 町民球場 
金田中学校 
金田公園 

成人ソフトボ一ル大会 社会教育課 

7
 

月
 

白露 

8
 

火
 

陶芸教室 陶芸教室 

広報『カナダ』10月号原稿／切 企画開発課 

q
〕 

水
 13:30 -14:30 

陶芸教室 

総合会館 

陶芸教室 

住民基本健康診査（大腸ガン検診） 福祉課環境衛生係 

救急の日 

菊の節句（重陽） 

10 木
 13:30-16:00 役場2階議事堂 

老人大学 

金田町農業委員会 産業労働課 
全国下水道促進デー 

11 金
 

十五夜 仲秋の名月 

二百二十日 

) 

り 
J J 

※
筆
場
は
お
盆
し
、
篇
い
て
い
ま
す
 

1992年（平成4年） 8 月（葉月［はづき］August) 

日 曜日 時 間 場 所 催しもの・行事 問い合わせ先 こ よ み 

水の日 観光の日 

道路をまもる月間 1
 

土 広報『カナダ』8月号発行 企画開発課 

②
 

日
 二 

3
 

月
 

広報『カナダ』9月号原稿／切 企画開発課 
青森ねぶた 
食品衛生週間 

4
且 

火 陶芸教室 陶芸教室 

に
u
 水

 
陶芸教室 

平和授業（2・3年学年出校日） 

陶芸教室 
金田中学校 灯

 
竿
タ
 

田
七
 

秋
旧
 

(
b
 木

 
9: 25 -' 10 : 20 

赤村源じいの森 

平和授業（1年学年出校日） 
老人大学 
平和の集い（全校出校日） 
生徒会幹部研修会（-7日） 

金田中学校 

金田小学校 
金田中学校 

広島原爆記念日 

7
 

金
 二 ~ - 鼻の日 

立秋 

8
 

土
 二 ~ 第2土曜閉庁 総務課庶務係 

⑨
 

日
 

長崎原爆記念日 

10 月
 13:30---'lG:O0 役場2階議事堂 金田町農業委員会 産業労働課 

道の日 健康ハート週間 

健康ハートの日 

11 火
 

8:30 -- 17:00 住民課国保年金係 

陶芸教室 

福祉年金証書交付 

陶芸教室 
住民課国保年金係 

12 水
 

陶芸教室 陶芸教室 

13 木
 13:30----14:30 町民会館 

学
合
 

大
混
 

人
種
 

老一一 福祉課環境衛生係 
~日うら盆 

14 金
 

15 土
 

戦没者を追悼し、 

平和を祈念する日 

全国戦没者追悼式 
月おくれうら盆 
盆踊り大会（香春町～16) 

（

⑩

 

日
 

17 月
 

18 火
 

陶芸教室 陶芸教室 

19 水
 

陶芸教室 陶芸教室 バイクの日 

20 木
 

老人大学 

21 金
 

10:00 --11:00 役場2階集会室 乳児相談 

全校出校日 

福祉課環境衛生係 

金田小・中学校 

t
ふ
る
さ
と
力
ナ
ダ
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
む
け
て
の
調
査
・
討
議
・
実
施
計
画
書
づ
く
り
→
 

8月 そのほかの主な行事予定 

1
 

土
 
（全国一斉） 

夏の省エネルギー総点検の日 

身元確認強調月間 

北方領土返還要求運動 

強調月間 

8月 金田町 ビッグイベント 

未

定

 

彦山・中元寺川 水と灯火の夕べ 企画開発課 

※ ご注意下さい。網かけの日は、すべて役場が休みの日です。 

(7) 1992年（平成4年）8月1日 

※月間・旬間・週間はそれぞれ1か月・10日間・1週間をとうして実施されます。 

1992年（平成4年）8月1日（6) 



あ
な
た
の
地
区
の
老
人
会
で
な
に
か
あ
り
ま
せ
ん
か
？
 

で人肥やさしいまちづくり 
昨年につづき、本年も宝くじ助成事業で、金田公園多目的 

広場にヒラドツツジ（淀川）2,566本を植樹しました。 

《来年には美しい花を咲かせることでしょう。》 

（よりきれいで、すばらしい公園にするために7月1日より公園管理人2名が勤務しています） 

（介護人を派遣します） 「救急の日のつどい’92」 
平成4年度個人事業税 
第―期の納付について 

（お知らせ） 

） 

、、 

‘ 、 

⑥対象 一人暮らしの寡婦、母 

子家庭の母親または児 

童、同居の祖父母の一 

時的病気の時。 

⑥料金 特別な場合を除き無料 

⑥登録 対象家庭はあらかじめ 

福祉事務所に登録して 

おかねばなりません。 

町役場福祉課に備えてある申 

請書に記入し、住民票を添え 

て手続きをして下さい。 

⑥問い合わせ 

金田町母子寡婦福祉会会長 

勝 野 具 子 

容22一1528 

田川福祉事務所総務課母子係 ｝ 

谷44一81 1 1 

△日時 平成4年9月9日（水） 
午後1時～4時10分 

△場所 田川市平松町3-36 

田川青少年文化ホール 

△行事 

〇イベント 「県警音楽隊の演奏」 
〇講演「ェイズについて」 

〇講師 九州大学病院 

柏木征三郎教授 

〇蘇生法実技講習 

蘇生法の実際・田川医師会 

・田”随区消防署 

（場所）田川文化センター展示ホール 
〇救助救護訓練 

田川医師会・田川地区消防署・ 
田Il屠護高等専修学校 

（場所）田川文化センター前駐車場 

〇事務局 

福岡県田川保健所（総務課） 
公44一0666 

平成4年度個人事業税第一期の納期限 

は8月31日となっています。納期限ま 

でに納めていただきますようご協力を 

お願いします。なお、くわしい事は下記 

にご連絡下さい。 

福岡県田川県税事務所 

谷 44-8 111 

、

、

ー

，

,

 （財）福岡県身体障害者福祉託会 つどいの会 

福岡県身体障害者結婚相談所では、来る9月20日（日）に福岡市六本松の福岡県社会福祉セン 

ターで、第58回“つどいの会’'（集団見合い）を行います。 

このお見合いに参加できる方は、相談所の所定の申込書を提出して登録されている方に限られ 

ますので、申し込みをされていない方で参加を希望される方は、8月31日（月）までに次のとお 

り、相談所に直接申し込み下さい。 

※申し込み手続き（持参するもの） 

結婚相談申込書（相談所にあります） 

住民票謄本1通（再婚の場合、戸籍謄本も必要） 

写真（手札型）2枚 身体障害者手帳 印鑑 

※集団見合いのとき以外は、費用は無料です。 

［問い合わせ］ 

〒810 福岡市中央区六本松1-2-22 

（貝オ）福岡県身体障害者福祉協会 結婚相談所 

容 092 (751) 3239 

J 

ン
 

一
 一 

社
会
福
祉
協
議
会
の
 

メ
ン
バ
ー
が
 

ふ
え
ま
し
た
 

7
月
1

日
よ
り
社
会
福
祉
協
議
会
 

事
務
職
員
と
し
て
女
性
1
名
が
メ
ン
 

バ
ー
と
し
て
加
わ
り
ま
し
た
。
 

福
祉
セ
ン
タ
ー
完
成
ま
で
1

ケ
月
 

ぐ
ら
い
で
す
が
、
た
く
さ
ん
の
皆
さ
 

ん
に
満
足
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
 

様
に
、
ま
た
、
心
に
余
裕
を
も
っ
て
笑
 

顔
で
お
迎
え
で
き
ま
す
様
い
っ
し
ょ
 

う
け
ん
め
い
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
 

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

社
会
福
祉
法
人
 

金
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

1992年（平成4年）8月1日（8) 

※筑豊むかしばなし 

コンクール 

と き 平成4年8月29日（土） 

午後1時～ 

ところ 直方市民会館大ホール 

にて 

「
か
み
か
み
教
室
」
 

の
ご
案
内
 

日
時
 

平
成
4
年
9
月
4

日
 

（
金
）
午
前
 10 

時
、
 11 

時
 

対
象
 
生
後
9

ケ
月
5
 12 

カ
 

月
ま
で
の
乳
児
と
母
親
 

場
所
 
田
川
保
健
所
 

内
容
 
離
乳
食
の
実
演
 

歯
ブ
ラ
シ
の
指
導
 

申
込
 
電
話
に
て
受
付
ま
 

す。 

容
4
4
1
0
6
6
6
 

田
川
保
健
所
予
防
係
 

お
わ
す
れ
な
く
 

盆
期
間
の
ご
み
、
し
尿
の
 

受
入
れ
に
つ
い
て
 

『
ご
み
』
 

『
し
尿
』
 

平
常
通
り
収
集
 

14
 

日
5
 17 

日
は
 

休
み
で
す
。
 

盆
前
は
、
こ
み
ま
す
の
で
早
 

め
に
業
者
の
方
に
連
絡
し
て
く
 

だ
さ
い
。
 

あ
な
た
の
地
区
の
公
民
館
で
な
に
か
あ
り
ま
せ
ん
か
？
 

〕 

、J 
金 

か
 ・協 

へ
 

大
 
井
 

仁
君
（
 18
 

才） 

（
金
田
町
人
見
団
地
1
1
5
号） 

中
国
で
の
少
林
武
術
世
界
大
会
に
日
本
の
代
表
選
手
（
 70 

取
 

級
）
と
な
り
9
月
4

日
に
出
発
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

先
日
7
月
 14 

日
金
田
町
役
場
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
 

大
井
君
の
世
界
大
会
で
の
ご
健
闘
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
 

ガ
ン
バ
ッ
テ
 

0 

(9) 1992年（平成4年）8月1日 



あ
な
た
の
地
区
の
行
政
区
で
な
に
か
あ
り
ま
せ
ん
か
？
 

（
ポ
は
生
命
の
源
で
す
ノ
 

、×」 

（水を大切に） 

み
な
さ
ん
が
感
じ
て
い
る
よ
う
に
私
達
の
周
辺
の
河
川
も
、
近
 

ー
・
 

年
特
に
、
家
庭
か
ら
の
雑
排
水
に
よ
る
汚
染
が
急
速
に
進
ん
で
い
 

《
‘
 

ま
す
。
金
田
町
の
水
道
は
彦
山
川
、
中
元
寺
川
を
水
源
と
し
て
い
 

、

 

ま
す
。
不
純
物
を
凝
集
し
た
り
、
細
菌
を
な
く
す
た
め
薬
品
を
注
 

し

 
入
し
て
、
安
心
し
て
飲
め
る
水
を
作
る
た
め
昼
夜
を
問
わ
ず
努
力
 

れ
 し

て
い
ま
す
。
私
達
が
毎
日
飲
ん
で
い
る
水
を
私
達
自
信
が
汚
 

し
て
い
る
こ
と
 

量
水
器
の
上
に
物
を
置
か
な
い
で
下
さ
い
。
 

き
紗
嘉
議
 

を
」
い
競
い
覇
 

ー

 
の
で
す
。
 

ー
 

ー

 

※
問
合
わ
せ
 

水
道
課
 

水
資
源
の
有
限
性
、
水
の
貴
重
 

さ
、
水
資
源
開
発
の
重
要
性
に
つ
 

い
て
国
民
の
関
心
を
高
め
、
理
解
 

を
深
め
る
た
め
、
毎
年
8
月
1

日
 

は
「
水
の
日
」
と
し
、
こ
の
日
を
初
 

日
と
す
る
一
週
間
を
水
の
週
間
と
 

し
て
、
国
や
県
主
催
で
各
種
催
し
 

が
行
わ
れ
ま
す
。
 

水
は
生
命
の
源
で
す
 

今
一
度
、
水
を
見
直
し
、
水
に
 

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
こ
の
限
 

り
あ
る
み
ず
を
豊
か
な
暮
し
に
役
 

'
 

、 } 

一 
侶
 
町
 

、つ 

に
 
一 

一 
川
 
町
 

よ
 

水
 
一 

一 
加
 
腿
 

え
 

一 

一 

水
 

考
 

一 

一
 
一
 一
 

立
て
る
よ
う
心
が
け
大
切
に
使
 

い
、
豊
か
な
水
を
次
の
世
代
へ
残
 

し
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
 

ふ
刀
 

※
問
合
せ
 

一

 

ぐ
 

水の日（8月1日） 

か登二一 
伝． ー＝・・ ‘’・ 

讐航戸 多i,I ニ ノ”而一轟I康Q 

‘悪葉薫警鐘曹 
，』Jーらマg玉〒 

I子翼者べfI~ 
ノ亡ヲ七ーンーI "n ’ー‘ ノ ソr...m 

今毒りー 

水の週問（8月1-7 日） 

水
道
課
ま
で
 

考えよう、 

水のあした 
『
 
、
 
」
 
、
 
》
 
、
 

一
 

.
 
》
 
、
 
)
 
.
 
》
 
、
 
『
 
、
 

g
 

.
 
?
 
、
 
》
 
.
 
\
 
、
 
》
 
、
 

s
 

、
 
『
 
.
 
》
 
、
 
『
 
一
 

臼
囲
曾
国
国
 

尺
蟻
の
確
か
な
一
歩
今
日
は
じ
 

ま
る
 

岩
井
鬼
童
 

休
日
の
農
業
高
校
メ
ロ
ン
垂
る
 

出
水
月
舟
 

万
緑
の
昏
み
に
水
の
匂
ふ
か
な
 

池
田
澄
子
 

滴
り
や
目
鼻
流
れ
し
仏
た
ち
 

建
部
三
由
紀
 

妙
法
の
字
の
消
え
か
か
る
半
夏
 

生
 

永
尾
喜
美
江
 

涙
り
花
ら
せ
ん
辿
れ
ば
空
広
し
 

沖
田
ト
ミ
エ
 

紙
魚
喰
ひ
の
辞
書
に
残
り
し
亡
 

夫
の
名
 

花
石
か
ほ
る
 

水
す
ま
し
く
る
く
る
水
輪
消
え
 

や
す
し
 

日
比
生
利
子
 

明
易
し
田
に
し
ろ
が
ね
の
水
を
 

張
り
 

田
村
君
子
 

青
葉
木
菟
夫
の
寝
息
の
や
す
ら
 

け
し
 

香
月
冨
子
 

梅
雨
晴
間
水
掛
地
蔵
の
水
光
る
 

末
継
久
香
 

孫
と
見
る
七
タ
飾
り
星
奔
る
 

原
美
恵
子
 

蓄
薮
活
け
て
ー
ひ
ら
こ
ぽ
す
水
 

の
面
 

大
堀
マ
サ
ェ
 

香
春
岳
さ
か
さ
に
映
し
田
植
か
 

な
 

J
 

、ノ 

田
句
教
冒
 

。
 

大
久
保
和
子
 

紫
陽
花
の
庭
出
棺
の
刻
流
る
 

塚
本
美
樹
弥
 

白
普
薮
に
笑
顔
う
づ
め
て
見
舞
 

は
る
る
 

原
田
鈴
江
 

母
在
り
て
こ
そ
の
故
郷
ぐ
み
熟
 

る
る
 

市
川
法
子
 

あ 
ごり 
ざが 
いと 
まう 
し 
た 

つ
ぎ
の
方
々
よ
り
、
 

社
会
福
祉
協
議
会
に
 

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

 ノ 

金
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

会
長
 
藤
川
義
臣
 

（
香
典
返
し
と
し
て
）
 

〇
故
 
野
田
ッ
子
様
 

本
町
 
野
田
光
秋
様
 

〇
故
 
岸
田
弘
樹
様
 

神
崎
 
岸
田
敏
広
様
 

〇
故
 

米
家
賢
治
様
 

神
崎
米
家
サ
ョ
子
様
 

〇
故
 

中
村
竹
夫
様
 

宝
見
 

中
村
サ
ト
様
 

〇
故
 
紫
 
ハ
キ
ノ
様
 

宝
見
 

紫
竹
」
4
「様 

1992年（平成4年）8月1日（10) 

国
民
年
金
に
は
 

保
険
料
の
免
除
 

制
度
が
あ
り
ま
す
 

第
1
号
被
保
険
者
に
は
、
 20 

歳
 

か
ら
 60 

歳
に
な
る
ま
で
の
 40 

年
 

間
、
保
険
料
の
納
付
義
務
が
あ
 

り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
長
い
 

間
に
は
、
経
済
的
事
情
な
ど
で
 

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
 

な
時
期
も
あ
り
ま
す
。
 

国
民
年
金
で
は
、
こ
の
よ
う
 

な
時
の
た
め
に
、
保
険
料
を
免
 

除
す
る
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
 

ま
す
。
 

〇
法
定
免
除
 

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て
 

い
る
時
、
生
活
保
護
法
に
よ
る
 

生
活
扶
助
や
、
ら
い
予
防
法
に
 

よ
る
援
助
等
を
受
け
て
い
る
 

時
は
、
そ
の
該
当
す
る
間
、
保
 

険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
 

〇
申
請
免
除
 

所
得
が
な
い
と
き
や
、
火
災
 

風
水
害
な
ど
に
よ
り
保
険
料
 

を
納
付
す
る
こ
と
が
著
し
く
 

困
難
な
場
合
に
は
、
申
請
月
の
 

前
月
か
ら
そ
の
年
度
末
ま
で
 

の
希
望
す
る
間
の
免
除
を
受
 

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

な
お
、
学
生
被
保
険
者
に
は
、
 

一
般
的
に
所
得
が
な
く
、
親
元
 

の
負
担
の
面
か
ら
も
一
般
の
 

免
除
基
準
よ
り
ゆ
る
や
か
な
 

基
準
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

か
納
の
す
す
め
 

ノ
 

免
除
を
受
け
た
期
間
に
つ
い
 

て
は
、
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
 

額
を
計
算
す
る
時
に
％
に
減
額
 

さ
れ
ま
す
の
で
、
保
険
料
を
納
 

付
で
き
る
ゆ
と
り
が
で
き
た
場
 

合
に
は
、
免
除
を
受
け
た
期
間
 

か
ら
 10 

年
以
内
で
あ
れ
ば
そ
の
 

期
間
の
保
険
料
を
納
付
（
追
納
）
 

で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
 

免
除
を
受
け
た
期
間
が
あ
る
 

方
は
、
老
後
の
年
金
を
よ
り
豊
 

か
に
す
る
た
め
に
も
追
納
を
心
 

、

け

ま

し

ょ

う

。

 

×
 

国
民
年
金
の
加
入
 

手
続
を
し
ま
し
ょ
う
 

国
内
に
住
む
 20 

歳
以
上
 60 

歳
 

未
満
の
人
は
、
老
齢
（
退
職
）
年
 

金
を
受
け
て
い
る
人
な
ど
一
部
 

あ
な
た
の
地
区
の
情
報
を
企
画
開
発
課
広
報
ま
で
お
寄
せ
＜
だ
さ
い
。
 

I 
の
人
を
除
い
て
、
す
べ
て
の
人
 

が
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
 

に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

国
民
年
金
の
加
入
者
は
、
職
 

業
や
保
険
料
の
納
め
方
の
違
い
 

に
よ
り
、
次
の
3
種
類
に
分
か
 

れ
て
い
ま
す
。
 

〇
第
1

号
被
保
険
者
 

20 

歳
以
上
 60 

歳
未
満
の
農
業
 

商
業
な
ど
の
自
営
業
者
や
自
 

由
業
者
及
び
学
生
。
 

〇
第
2

号
被
保
険
者
 

厚
生
年
金
・
共
済
組
合
の
加
入
 

者。 

〇
第
3
号
被
保
険
者
 

厚
生
年
金
・
共
済
組
合
の
加
入
 

者
の
被
扶
養
配
偶
者
で
、
 

20 

歳
以
上
 60 

歳
未
満
の
人
。
 

＼、 

ー
 

（
節
目
の
届
出
を
お
忘
れ
な
く
 
ノ 

就
職
・
退
職
や
結
婚
等
に
よ
 

り
、
国
民
年
金
の
加
入
種
別
が
 

変
わ
る
と
そ
の
都
度
、
届
出
を
 

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

す
べ
て
の
期
間
が
合
算
さ
れ
ま
 

す。 基
礎
年
金
の
受
給
資
格
要
件
 

は
、
国
民
年
金
の
1

号
・
2

号・ 

3
号
期
間
を
す
べ
て
合
わ
せ
て
 

審
査
し
ま
す
。
 

ま
た
、
厚
生
年
金
保
険
は
、
基
 

礎
年
金
の
受
給
資
格
要
件
を
満
 

た
せ
ば
、
受
け
ら
れ
ま
す
。
し
 

た
が
っ
て
、
国
民
年
金
の
加
入
 

手
続
を
行
い
、
き
ち
ん
と
保
険
 

料
を
納
め
て
い
く
こ
と
が
、
将
 

来
、
年
金
を
受
け
る
た
め
に
大
 

一
切
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

、 

//J 

、

、

＼

 

よ月国 
うき民 

ち年 
ん金 
と保 
納険 
め料 
まは 
し毎 

人
生
 80 

年
の
時
代
を
迎
え
た
 

今
日
、
「
国
民
年
金
」
は
、
老
後
 

の
生
活
を
支
え
る
大
き
な
柱
と
 

な
っ
て
い
ま
す
。
 

安
心
し
て
老
後
を
過
ご
す
た
 

め
に
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、
毎
 

月
、
き
ち
ん
と
納
め
て
い
く
こ
 

と
が
大
切
で
す
。
 

〇
未
納
が
あ
る
と
大
変
ー
 

保
険
料
を
納
め
ず
に
そ
の
ま
 

ま
に
し
て
お
く
と
、
将
来
の
老
 

齢
基
礎
年
金
が
減
額
さ
れ
、
最
 

悪
の
場
合
は
年
金
を
受
け
ら
 

れ
な
い
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
 

ま
た
、
も
し
も
の
時
の
障
害
 

基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
 

が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
 

り
ま
す
。
 

〇
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
た
め
に
ー
・
 

口
座
振
替
を
ご
利
用
下
さ
い
。
 

(11) 1992年（平成4年）8月1日 



田 

※田川の子どもたちによる絵画展 

＠展覧会名 

「田川の子どもたちによる絵画展」 

⑥会場 田川市美術館 

⑥展覧会期間 

平成5年2月16日（火）-2月28日（日） 

⑥募集対象 

田川市郡に在住および在学する、小学生・ 

中学生・高校生 

＠募集方法 

各学校を通じての応募i各学校毎に美術 

館に平成5年2月1日～2月5日の間に搬入。 

小学生、中学生については各学級2点ま 

で。高校生については、フリー。 

個人の応募「直接美術館に平成5年1月24 

） 日（日）まで持参。応募点数1人1点とする。 

⑥出品作品の種類 

I 芦画（油絵、水彩、クレョン等） 

版画、デザインは除きます。 

⑥出品作品の規格・・・小・中学生～四ツ切・ 

高校生～50号以内（仮縁付）（作品提出時 

にキャプション（題名票）を作品の右下 

に糊張し提出） 

＠方法・・・各クラス毎に審査する。 

小学生：3クラス（1・2年生）(3・4年生） 

(5・6年生） 

中学生：1 クラス（1-3年生） 

高校生】1クラス（1-3年生） 

⑥表彰 

金賞5枚・銀賞10枚・銅賞15枚 

入選400枚・参加賞1500枚 

⑥問い合わせ 

田川市美術館 

田川市新町11番56号 

容 42一6161内線574 

J 

象 田 町二 

※8月1日（土）-8月3日（月） 

'‘国際交流会’' 

ところ 文化福祉総合会館 

※8月2日（日） 

'‘子供スポーツ大会’' 

ところ 町民グランド他 

※8月9日（日） 

'‘少年の主張大会’' 

ところ 文化福祉総合会館 

皿圏図 
※8月2日（日） '‘水上運動会’' 

ところ 海洋センター 

※8月8日（土）-8月12日（水） 

'‘第5回川崎町少年の船’' 

ところ 沖縄 

※8月16日（日） '92夏の成人式’' 

ところ 勤労青少年ホーム 

※8月23日（日） 

'‘郡子供会親善スポーツ大会’' 

ところ 町民運動公園 

※8月30日（日） 

'‘高校生スポーツ大会’' 

※8月30日（日） 

“子供会小学ソフト大会’' 

国国図 

※8月9日（日）-'--8月23日（日） 

“香春町ふれあい朝市’' 

ところ 香春町役場前 

※8月15日（土）-8月16日（日） 

“香春町盆おどり大会’' 

カラオケ大会・盆おどり・花火大会 

ところ 香春町役場前 

命馳図 
第5回「童謡まつりin赤池」の「こど 

もの歌、作詞・作曲」および「ほのぼの 

写真コンテスト」の募集について 

L「こどもの歌、作詞・作曲募集」 

「おとなの部」・「こどもの部」に分か 

れています。 

A 部門（作詞）・B部門（作詞・作曲） 

入賞作品 

⑥最優秀賞 

（大人の部）1編 賞金100,000円 

（子供の部）1編50,000円（図書券） 

＠優秀賞 

（大人の部）2編・（子供の部）2編 

⑥入 選 

（大人の部）5編・（子供の部）5編 

2.「ほのぼの写真コソテスト」募集 

「おとなの部」・「こどもの部」に分か 

れています。 

＠大 賞 

（大人の部）1編 賞金100,000円 

（子供の部）1編50,000円（図書券） 

＠金 賞 

（大人の部）2編（子供の部）2編 

⑥入 選 

（大人の部）5編・（子供の部）5編 

⑥佳 作 

（大人の部）5編（子供の部）5編 

応募のしめきり 

9月19日（土）当日消印有効 

＠問い合わせ 赤池町教育委員会 

公28一4100 

観田図 

※第15回添田町ふれあい広場 

盆おどり花火大会 

と き8月12日（水） 

午後7時30分から（雨天中止の場 

合8月16日（日）に順延） 

ところ そえだサン・スポーツランド 

（駐車場がありませんので最寄りの 

交通機関をご利用ください。） 

げ
 

編
集
を
終
え
て
 

遺
 

夏
の
日
差
し
の
強
い
日
に
、
車
を
走
ら
 

せ
て
い
る
と
、
前
方
に
水
た
ま
り
が
あ
る
よ
 

う
に
見
え
ま
す
。
し
か
し
、
車
が
進
む
に
つ
 

れ
て
、
そ
の
水
が
ど
ん
ど
ん
先
の
ほ
う
に
逃
 

げ
て
い
っ
て
し
ま
う
経
験
を
し
た
こ
と
は
あ
 

り
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
が
逃
げ
水
で
す
。
地
 

鏡
、
偽
水
面
な
ど
と
も
い
い
ま
す
。
若
い
人
 

は
、
ロ
ー
ド
・
ミ
ラ
ー
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
 

逃
げ
水
は
、
強
い
日
差
し
で
地
面
に
近
い
 

空
気
が
暖
ま
り
、
そ
の
上
に
あ
る
空
気
と
の
 

温
度
差
が
大
き
く
な
っ
て
、
空
気
に
密
度
の
 

差
が
で
き
、
光
の
屈
折
な
ど
も
加
わ
っ
て
起
 

き
る
現
象
で
す
。
道
路
に
水
た
ま
り
が
あ
る
 

よ
う
に
見
え
る
の
も
、
こ
の
た
め
で
す
。
こ
 

れ
は
し
ん
き
ろ
う
の
一
種
で
、
舗
装
道
路
た
 

け
で
な
く
、
砂
漠
や
草
原
で
も
起
き
ま
す
。
 

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
、
エ
ジ
プ
ト
遠
征
の
と
き
砂
 

漠
で
こ
れ
を
見
て
、
オ
ア
シ
ス
と
間
違
え
た
 

話
は
有
名
で
す
。
 

逃
げ
水
は
、
俳
句
の
夏
の
季
語
に
も
な
っ
 

て
い
ま
す
。
ま
た
、
武
蔵
野
の
逃
げ
水
は
古
 

歌
に
も
詠
ま
れ
「
東
路
に
 
あ
り
と
い
ふ
な
 

る
逃
げ
水
の
 
逃
げ
隠
れ
て
も
 
世
を
過
ご
 

す
か
な
」
（
夫
木
和
歌
抄
）
と
い
う
歌
も
残
っ
 

て
い
ま
す
。
 

と
ろ
ろ
で
、
ど
ん
な
道
路
に
逃
げ
水
が
現
 

れ
や
す
い
の
で
し
ょ
う
か
。
日
本
道
路
公
団
 

広
報
室
の
話
に
よ
る
と
「
白
舗
装
（
コ
ン
ク
 

リ
ー
ト
）
よ
り
も
、
黒
舗
装
（
ア
ス
フ
ァ
ル
 

ト
）
の
ほ
う
が
熱
し
や
す
い
の
で
、
逃
げ
水
 

が
見
え
る
こ
と
が
多
い
の
で
は
」
と
の
こ
と
 

で
す
。
八
月
十
日
は
「
道
の
日
」
、
そ
し
て
八
 

月
は
「
道
路
を
ま
も
る
月
間
」
で
す
。
道
と
 

生
活
の
か
か
わ
り
、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
 

の
た
め
の
道
の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
、
み
ん
 

な
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
 

1992年（平成4年）8月1日（12) 


